




































































い音樂を推進していたはずの蕭友梅らの活動 、五年もたたないうちに「保守的」であり「古典的」なものとして批判されるようになった點に注目したい。抗日や愛國そして革命の機運が高まっていく状況下において、西洋古典音樂は畢竟知識人階級の音樂として、権威主義のレッテルを貼られることとなった。蕭友梅を中心と た國立音樂院 活動によって、中國音樂の理論や技術のような表層 な部分においてはある種 發達を遂げたといえるだろう。それは確かに、西洋の科學や藝術が中國を席巻 始めた民國初期という時代における、あるいは租界地を中心に列強諸國の世界が持ち込ま 上海という都市における、ある種の成功体験と センセーショナルな出来事であったことだろう。ところが それまで新しかったものが それほど新しくなくなってしまったときに 本質的な部分は依然として舊いままであ たことが炙り出された。
このように、封建意識を代表する舊い考え方として、いわばそれまで自身
が批判していたはずの中國古典音樂家と同じ型に押し込められてしまった蕭友梅だが、彼についてはまた中國古典音樂に対する理解が十分でなかったという點を指摘 なければならない。蕭友梅は、西洋音樂の新しい方法論――具体的に言えば記譜法、和声學、対位學、樂器學、曲體學を研究しなければ、舊學の整理や改造を行うことはでき と主張したが そもそも舊樂に明るくなかった可能性 高い。　
具體的に例をあげれば、蕭友梅が教科書として編纂した『普通樂學』では、
第十章「音樂發達的梗概」第一節「古代（紀元八〇〇年以前） 」の部分に、 「中樂の古樂において最も知られているのは五聲音階 曲調であり、樂器の中で最も價値があるのは琴、瑟、笙の三種である
（５）
」とだけ記すのみで、詳し





の感覚を表現しようと試みた。し しながら、唐代の音樂は「燕樂二十 調」に象徴されるように、実際には胡樂の輸入により様々 音階が發達した時期であった。
これについては、本論で述べるように、古典音樂 研究者であった鄭覲文
































の復元、そして古曲にもとづ 國樂の作編曲など 事業を通して、中國音樂の發展を目指した。 はいえ、古典音 だけに らわれるこ なく、 「全世界の一切の音樂を以 、比較して一 至善盡美の樂體を出し、以て基本と爲し、然る後に方に之 成立する有り
（１０）
」というように世界の音樂を意識























にまとめられる。まず、歴史を六分割して各時期の音樂の根源を突き止め、中國音樂史に一貫した「系統」を見いだすこと。これはつまり各時期の音樂に優劣をつけることであり、彼の評價は上古から周代までが最も高く、それに次ぐのは唐代の燕樂である。次に、 「科學的性質」を持つ西洋 に對して、 「自然的性質」を持つ中國音樂が劣 ない 證明 ること。ここは西洋的近代化が主流 なって進んでいた當時 社會變革が多分に反映されている。そして、最終的な目的としてはすなわち、價値のある「國樂」を創造して世界中に廣め、 固有の文化 復興させ、ひいては「世界音樂」を創造するための材料を提供するこ である。
このように、鄭覲文は世界的な價値を有する音樂を創造するためには、中
國音樂の源泉である上古の雅樂に遡 必要が ということを説 た。そして、そのための有效な手段のひとつとして琴學の普及振興を提唱した。
鄭覲文は、琴學についてまず「琴爲理性樂器，居最高之品（琴は理性の樂



















































































に加えられた鄭覲文による解説である。ここには北魏 時代のことはわずか八文字で概括されているだけで、殘りはすべて鄭覲文當時 こと つ ての述懷である。中華民國がこのあと、精神文化的に「歐化」の流れを避けがたいことを豫見してか、熱のこもった書きぶ となっ いる。
このように鄭覲文の『中國音樂史』における敍述は、歴史上のできごとに
ついて論じているようでありながら、自身が身を處している時代について發された言葉が多い。これは、鄭覲文『中國音樂史』が歴史を記す書籍としては客觀性に缺ける部分が と批評 る とのひとつの理由となった。そのため、この文獻を歴史學的 解釋するよりむしろ鄭覲文の音樂思想が き表されたものとして讀み解く方が、資料として 價値があ といえる。　


























によって補強されるように、琴學 表現が發達したこと より、それまでの概念が廣げられたことが繰 返し述べられる。
琴學の發達によって魏晉期の音樂の性質が釀成されたとする發言は、鄭覲




音樂史觀の中では、周代から魏晉期にわたる「清樂」の時期 、實質的 は琴學の發展が重要な役割を擔っていたということにな 。
また、以下に見えるように、鄭覲文は魏晉期以降の音樂史においても琴學









うにまとめられ それは、周代から魏晉期までのように琴學を根本理論とすること、そして唐代の燕樂がそうであったように、外來の音樂 中國 音樂とを融合させることによって、新たな時代の音樂を切り開くことである。鄭覲文は、唐代の燕樂以來退化を續けてきた中國音樂に對して
（３２）
、理想
的には上古の音樂を究極のモデルとしつつも、現實的なアプローチ しては唐代燕樂の合奏 モデル することを選擇した。　　　　
四、おわりに
琴學の應用を積極的に推奬した鄭覲文は、當時の主流からいえば特別な存
在であった。また、當時の琴士 中でも、これほど多くの樂器を手がけ また樂團を率いて音樂界や文化會全體に對して大きな影響力を持った人物はいない。そして、鄭覲文は古樂の復興 あたって 西洋音 推進派が主張するような樂譜や樂器の問題にも立ち向かった。
實際に音樂會など大衆 前で合奏曲を演奏するにあたっては、もともとの



























































































































































































Zheng Qinwen’s Study of Revival of Ancient Music and his study of Guqin
Satoru ISHII
Abstract
　Zheng Qinwen assumed music from the Zhou period to the the Wei and Jin period as a basic theory, let 
foreign music and Chinese music fuse, and opened up the music of the new times. He tried to improve the 
Chinese music which continued degenerating since the Tang period, with a study of the music in the Zhou 
period as the Ideal model, and with a study of the music in the Tang period as the realistic model.
